
（法第１０条第１項関係様式例） 
 

令和８年度事業計画書 
 

　　成立の日から　　令和　９年　　３月　　３１日まで 
 

特定非営利活動法人　空き家空き地管理センター 
 
１　事業実施の方針 

　市街化地域に住むすべての住民に対し、「その地域ごとに存在する、長期間空家・空地情報の収集・
提供およびその維持管理活動」をし、誰もが安全かつ安心に暮らせる地域社会を創造することで、ま
ちづくりの維持に寄与することを目的とする。 

 
​
 
２　事業の実施に関する事項 

(1)　特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 

事　業　内　容 
実施 
予定 
日時 

実施 
予定 
場所 

従事
者の
予定
人数 

受益対象
者 

の範囲及
び 

予定人数 

事業費
の予算
額 

(千円) 

①空家・空地の維持管理事
業 

空き家の目視、撮影、報告 
近隣の問い合わせの一次
対応 
 

毎月 市内 １人 空き家所
有者10名 

40 

②空家・空地の情報収集、
調査開示事業 

地域巡回、訪問を行い情
報収集 
空き家の情報から持ち主
の特定 
 

随時 市内 １人 空き家の
状況に不
安を持つ
方多数 

40 

③セミナーの開催事業 
 

空き家の現所有者や相続
予定の現所有者と相続人 
 

随時 市内もし
くはオン
ライン 

１人 空き家の
所有に間
する人１０
名 

20 

④空家・空地不動産に関す
る相談および専門業者の
斡旋事業 
 
 

空き家所有者にFPの観点
から相談を受ける 
相談内容に沿って適切な
業者選定及び同行などに
よるフォロー 

随時 市内もし
くはオン
ライン 

１人 空き家の
所有に間
する人１０
名 

20 

​
 

 
１　設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書をそれぞれ別葉として作成する。 
２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業を明らかにして記載する。 
３　２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、従　事者の
予定人数、受益対象者の範囲及び予定人数並びに事業費の予算額をそれぞれ記載す　る。 

４　２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び予定人数」の欄には、具体的な受益対象者及び予　定人数
を記載する。 

 



（法第１０条第１項関係様式例） 
 

令和９年度事業計画書 
 

　　令和　９年　　４月　　１日から　　令和　１０年　　３月　　３１日まで 
 

特定非営利活動法人　空き家空き地管理センター 
 
１　事業実施の方針 

　市街化地域に住むすべての住民に対し、「その地域ごとに存在する、長期間空家・空地情報の収集・
提供およびその維持管理活動」をし、誰もが安全かつ安心に暮らせる地域社会を創造することで、ま
ちづくりの維持に寄与することを目的とする。 

 
​
 
２　事業の実施に関する事項 

(1)　特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 

事　業　内　容 
実施 
予定 
日時 

実施 
予定 
場所 

従事
者の
予定
人数 

受益対象
者 

の範囲及
び 

予定人数 

事業費
の予算
額 

(千円) 

①空家・空地の維持管理事
業 

空き家の目視、撮影、報告 
近隣の問い合わせの一次
対応 
 

毎月 市内 １人 空き家所
有者10名 

40 

②空家・空地の情報収集、
調査開示事業 

地域巡回、訪問を行い情
報収集 
空き家の情報から持ち主
の特定 
 

随時 市内 １人 空き家の
状況に不
安を持つ
方多数 

40 
 

③セミナーの開催事業 
 

空き家の現所有者や相続
予定の現所有者と相続人 
 

随時 市内もし
くはオン
ライン 

１人 空き家の
所有に間
する人１０
名 

20 

④空家・空地不動産に関す
る相談および専門業者の
斡旋事業 
 
 

空き家所有者にFPの観点
から相談を受ける 
相談内容に沿って適切な
業者選定及び同行などに
よるフォロー 

随時 市内もし
くはオン
ライン 

１人 空き家の
所有に間
する人１０
名 

20 

​
 

 
１　設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書をそれぞれ別葉として作成する。 
２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業を明らかにして記載する。 
３　２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、従　事者の
予定人数、受益対象者の範囲及び予定人数並びに事業費の予算額をそれぞれ記載す　る。 

４　２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び予定人数」の欄には、具体的な受益対象者及び予　定人数
を記載する。 

 


